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９
月
８
日
、
枝
幸
小
学
校
の
社
会
科
見
学
が
行
わ
れ
、

（
株
）
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
枝
幸
フ
ァ
ー
ム
Ａ
Ｙ
Ｎ
Ｉ
を
訪
れ
ま

し
た
。

フ
ァ
ー
ム
Ａ
Ｙ
Ｎ
Ｉ
を
見
学
し
た
の
は
、
枝
幸
小
学
校
の
３

年
生
と
先
生
の
35
名
で
、
バ
ス
か
ら
降
り
る
と
、
初
め
て
の
牧

場
の
雰
囲
気
に
衝
撃
を
受
け
た
子
や
、
困
惑
す
る
子
供
た
ち
も

い
て
、
静
か
な
牧
場
が
一
瞬
で
賑
や
か
に
な
り
ま
し
た
。

学
習
の
テ
ー
マ
は
「
働
く
人
と
私
た
ち
の
く
ら
し
」
で
、
枝

幸
町
の
第
一
次
産
業
の
仕
事
を
学
ぶ
事
を
目
的
と
し
、
同
社
の

若
山
常
務
が
案
内
役
を
務
め
る
中
、
お
よ
そ
1
時
間
牧
場
内
を

見
学
し
ま
し
た
。

見
学
は
、
牛
舎
の
中
央
通
路
か
ら
入
り
、
乳
牛
た
ち
の
食
事

風
景
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
沢
山
の
子
供
た
ち
を
前
に
乳

牛
た
ち
も
少
し
驚
い
た
様
子
で
し
た
が
、
子
供
た
ち
に
近
づ
い

て
き
た
り
と
皆
さ
ん
嬉
し
そ
う
で
し
た
。
見
学
の
最
中
に
は
カ

ウ
ブ
ラ
シ
や
、
除
糞
用
の
ス
ク
レ
イ
パ
ー
な
ど
目
に
つ
く
ほ
と

ん
ど
の
物
に
つ
い
て
質
問
を
し
て
い
ま
し
た
。

次
に
、
子
牛
の
哺
育
ス
ペ
ー
ス
を
通
り
ま
し
た
。
哺
育
ス

ペ
ー
ス
に
は
、
生
ま
れ
て
2
カ
月
以
内
の
子
牛
が
飼
育
さ
れ
て

お
り
、
あ
ま
り
の
可
愛
さ
に
全
員
が
さ
わ
り
た
い
と
子
牛
の
前

に
列
が
出
来
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
見
学
し
自
動
で
動
く
ミ
ル
カ
ー

に
不
思
議
そ
う
な
顔
を
し
た
り
、
歓
声
が
あ
が
っ
た
り
な
ど
し

て
い
ま
し
た
。

見
学
後
は
、
牛
舎
の
外
で
質
問
タ
イ
ム
を
設
け
「
白
黒
の
牛

と
、
白
赤
の
牛
は
ど
う
違
う
ん
で
す
か
？
」
や
「
搾
っ
た
牛
乳

は
何
処
へ
行
き
ま
す
か
？
」
な
ど
様
々
な
質
問
が
飛
び
出
し
ま

し
た
。

こ
の
体
験
を
切
っ
掛
け
に
少
し
で
も
酪
農
に
興
味
を
も
っ
て

貰
い
、
将
来
枝
幸
町
で
酪
農
関
係
の
仕
事
に
就
い
て
頂
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

後
日
、
枝
幸
小
学
校
３
年
生
の
皆
さ
ん
か
ら
お
礼
の
手
紙
が

届
き
ま
し
た
。



令
和
２
年
４
月
よ
り
、
改
正
健
康
増
進
法
や

受
動
喫
煙
防
止
法
等
に
よ
り
望
ま
な
い
受
動
喫

煙
を
防
止
す
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
お
り
ま

す
。
禁
煙
・
分
煙
や
た
ば
こ
の
値
上
が
り
が
進

み
、
喫
煙
者
に
と
っ
て
は
喫
煙
し
に
く
い
環
境

が
広
が
っ
て
い
る
今
、
自
身
の
健
康
の
為
、
一

度
禁
煙
を
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

喫
煙
者
本
人
へ
の
健
康
へ
の
影
響
で
す
が
、

喫
煙
男
性
は
、
非
喫
煙
者
に
比
べ
、
肺
が
ん
に

よ
る
死
亡
率
が
約
４
．
５
倍
高
く
な
っ
て
い
る

他
、
そ
れ
以
外
の
多
く
の
が
ん
に
つ
い
て
も
危

険
性
が
増
大
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
お
り
、

が
ん
以
外
に
も
、
虚
血
性
心
疾
患
（
心
筋
梗
塞

や
狭
心
症
等
）
や
脳
卒
中
に
よ
る
死
亡
の
危
険

性
が
１
．
７
倍
高
く
な
る
と
の
こ
と
で
す
。
又
、

喫
煙
に
よ
り
空
気
の
通
り
道
で
あ
る
気
道
や
肺

自
体
へ
影
響
を
及
ぼ
し
、
慢
性
気
管
支
炎
や
肺

気
腫
、
喘
息
等
の
呼
吸
器
疾
患
の
原
因
と
関
連

し
て
い
ま
す
。

受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
で
す
が
、

煙
を
吸
う
こ
と
に
よ
り
流
涙
、
頭
痛
な
ど
の
症

状
の
他
、
肺
が
ん
や
虚
血
性
心
疾
患
等
の
疾
患

の
死
亡
率
等
が
上
昇
し
た
り
、
非
喫
煙
妊
婦
で

も
低
出
生
体
重
児
の
出
産
の
発
生
率
が
上
昇
す

る
と
い
っ
た
報
告
が
あ
り
、
小
児
で
は
喘
息
、

気
管
支
炎
と
い
っ
た
呼
吸
器
疾
患
等
と
関
連
が

あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
乳
児
で

は
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
と
関
連
が
あ
る
と
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
【
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
よ
り
引
用
】

北
農
健
保
組
合
で
は
、
北
農
健
保
に
加
入
し

て
い
る
方
の
み
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

３
カ
月
間
の
禁
煙
チ
ャ
レ
ン
ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

行
っ
て
お
り
、
又
、
３
カ
月
間
禁
煙
し
、
記
録

票
と
ア
ン
ケ
ー
ト
を
全
て
提
出
し
た
人
の
中
か

ら
抽
選
で
２
名
に
記
念
品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ

る
と
の
こ
と
で
、
令
和
元
年
度
の
禁
煙
チ
ャ
レ

ン
ジ
ブ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
当
農
協
の
職
員
で
あ
る

鈴
木
め
ぐ
み
係
が
挑
戦
し
、
見
事
禁
煙
を
果
た

し
て
、
記
念
品
も
当
選
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
禁
煙
し
た
方
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
し

て
、
金
銭
的
な
負
担
が
減
っ
た
、
喫
煙
場
所
を

探
さ
な
く
て
良
く
な
っ
た
等
の
回
答
が
あ
り
、

健
康
面
以
外
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
禁
煙
に
、

是
非
挑
戦
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。禁煙チャレンジプログラムにて、

禁煙を果たした鈴木めぐみ係

10
月
21
日
、
酪
農
振
興
セ
ン

タ
ー
に
て
組
合
員
懇
談
会
が
行

わ
れ
、
15
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

開
会
の
挨
拶
で
向
井
地
組
合

長
は
、
「
今
回
の
懇
談
会
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
発
生
か
ら
全
国

的
に
外
出
や
集
会
の
自
粛
が
求

め
ら
れ
て
お
り
、
農
協
と
組
合

員
の
接
点
が
作
れ
な
い
中
、
乳

価
交
渉
や
農
業
予
算
の
要
請
な

ど
の
話
も
進
ん
で
い
る
中
で
、

国
政
や
農
協
の
情
報
に
つ
い
て

組
合
員
の
皆
様
と
意
見
交
換
を

目
的
に
開
催
し
ま
し
た
。
」
と

懇
談
会
の
趣
旨
を
説
明
し
ま
し

た
。初

め
に
西
澤
営
農
部
長
か
ら

最
近
の
酪
農
情
勢
に
つ
い
て
報

告
が
あ
り
、
そ
の
後
は
自
由
に

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
特
に
農

協
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対

策
・
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制

度
に
つ
い
て
の
質
問
や
農
協
の

Ｉ
Ｔ
化
に
つ
い
て
の
意
見
な
ど

お
よ
そ
2
時
間
に
わ
た
り
意
見

交
換
が
行
わ
れ
終
了
し
ま
し
た
。



近
年
危
険
物
に
よ
る
事
故
の
発
生
や
、
規
制
が
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ

と
か
ら
、
皆
様
が
日
常
的
に
使
用
し
て
い
る
ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
は
、
誤
っ

た
取
り
扱
い
を
す
る
と
火
災
・
漏
え
い
・
爆
発
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
高
い

危
険
物
で
す
。
事
故
が
起
き
る
と
被
害
を
も
た
ら
す
だ
け
で
は
な
く
、
消
防
法

で
罰
せ
ら
れ
、
多
額
の
賠
償
を
負
担
す
る
場
合
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

○
正
し
い
燃
料
油
の
保
管
容
器
に
つ
い
て

タ
ン
ク
水
張
試
験
確
認
済
証
が
貼
っ
て
あ
る
正
し
い
保
管
容
器
で
保
管
し
、

車
台
か
ら
取
り
外
し
た
タ
ン
ク
や
自
作
タ
ン
ク
な
ど
、
消
防
の
許
可
の
受
け
て

い
な
い
タ
ン
ク
で
の
燃
料
保
管
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
油
漏
え
い
事
故
の
事
例
に
つ
い
て

・
タ
ン
ク
脚
部
の
劣
化
・
腐
食
に
よ
る
倒
壊
・
漏
え
い

・
束
石
へ
固
定
し
て
お
ら
ず
、
倒
壊
し
た
こ
と
に
よ
る
漏
え
い

・
除
雪
の
際
に
配
管
が
破
損
し
た
こ
と
に
よ
る
漏
え
い

※

保
有
し
て
い
る
タ
ン
ク
が
老
朽
化
、
設
置
不
備
で
あ
っ
た
場
合
に
燃
料
油
が

漏
え
い
し
、
土
壌
や
河
川
へ
流
出
す
る
事
故
が
起
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
よ
う
な
事
故
が
発
生
し
た
場
合
の
処
理
に
は
莫
大
な
費
用
が
発
生
し
、
タ
ン

ク
所
有
者
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

○
ガ
ソ
リ
ン
を
携
行
缶
で
購
入
す
る
場
合
に
つ
い
て

令
和
２
年
２
月
よ
り
、
危
険
物
の
規
制
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

省
令
が
交
付
さ
れ
、
ガ
ソ
リ
ン
を
携
行
缶
で
購
入
す
る
際
は
、
本
人
確
認
（
運

転
免
許
証
の
提
示
）
や
使
用
目
的
の
確
認
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
又
、
容

器
は
容
器
性
能
試
験
に
合
格
し
た
適
正
な
容
器
を
使
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

10
月
22
日
、
枝
幸
町
公
共
育
成
牧
場
の
一
斉
退
牧
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

枝
幸
町
４
Ｈ
ク
ラ
ブ
の
若
手
酪
農
家
と
枝
幸
町
職
員
、(

株)

ア

グ
リ
サ
ポ
ー
ト
枝
幸
職
員
、
宗
谷
南
農
協
職
員
が
作
業
に
あ
た
り
、

33
戸
、
お
よ
そ
１
５
０
頭
の
妊
娠
牛
等
を
退
牧
さ
せ
ま
し
た
。

今
年
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
爽
や
か
な
秋
風
が
吹
く
中
、
入
牧

時
と
比
べ
立
派
な
妊
娠
牛
と
な
っ
た
乳
牛
た
ち
は
、
飼
主
の
元
へ

と
育
成
牧
場
を
後
に
し
ま
し
た
。退牧牛を家畜車へ追込様子

牧場ごとに乳牛を選別している様子



鹿との交通事故は、夕方から夜間に多く発生しています。

９月から１２月に多くなっており、特に１０月にピークを迎えます。
昨年の鹿による交通事故件数は、全道では３，１８８件発生しており、宗谷管内では１９７件でその内３３

件が枝幸町で起こっています。（北海道警察調べ）

冬
に
タ
イ
ヤ
が
滑
る
原

因
と
し
て
、
氷
の
上
に
で

き
る
水
の
膜
が
、
タ
イ
ヤ

と
路
面
の
密
着
を
妨
げ
る

こ
と
で
滑
り
ま
す
。
タ
イ

ヤ
の
残
り
溝
の
確
認
で
は
、

ス
リ
ッ
プ
サ
イ
ン
と
は
別

に
、
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
が

露
出
す
る
と
冬
タ
イ
ヤ
と

し
て
の
性
能
は
十
分
発
揮

出
来
な
く
な
り
、
非
常
に

危
険
な
状
態
と
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
確
認
を
お
願

い
致
し
ま
す
。

冬
期
間
の
交
通
事
故
防

止
の
為
、
冬
タ
イ
ヤ
へ
の

交
換
の
前
に
タ
イ
ヤ
の
状

態
を
確
認
し
、
早
め
の
タ

イ
ヤ
交
換
を
お
願
い
致
し

ま
す
。
又
、
ス
タ
ッ
ド
レ

ス
タ
イ
ヤ
へ
の
交
換
や

購
入
に
つ
い
て
は
ホ
ク

レ
ン
北
見
枝
幸
給
油
所

及
び
メ
カ
ニ
ッ
ク
サ
ー

ビ
ス
へ
是
非
ご
相
談
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

①早朝、夕方の飛び出しが多い
鹿の出没時間は夜明けと日没前後に集中します。

②１頭だけだと思わない
鹿は群れで行動しています。１頭目が道路を渡りきっても後から２頭目３頭目が飛び出します。

③夜間の光り物に注意
鹿は車のヘッドライトが反射すると目が光ります☆☆

④舗装道路では動きが鈍い
鹿は舗装道路では動きが鈍く、車が近づいても逃げないことがあります。

⑤山間部でのブレー痕に注意
道路上に黒いブレーキ痕があったら、それは鹿に出くわした印かもしれません。見つけたら

スピードダウンを。

⑥道路脇の林には要注意
森の中を走る道路は鹿のテリトリー内。鹿が飛び出すことを常に意識して下さい。

鹿の衝突防止安全策



みなさんの牧場で、

「何だか白いの生まれたぞ！」

「ホルスタインっぽい・・・」

「何だか斑紋がおかしいな・・」って経験はありませんか？

Ｆ１の種付けたんだけど、、、

※写真は全て交雑種（Ｆ１）です。

あれ？これＦ１？？と言う牛が生まれましたら、お気軽に授精所にご相談ください！

□こんな子牛が生まれたら、、、

①出 生 報 告 出生報告は台帳の通り、交雑種（Ｆ１）でして下さい。

②授精所に連絡 検査すべきか自身がない方は、授精師や販売の人に見せてください。

③毛 根 採 取

親牛と子牛の両方の毛根が必要です。

授精師が毛根採取に伺い、検査に出します。（検査料：8,360円 税込）

Ｆ１で間違えないかを調べるには、毛根採取による親子判定が必要です。



ＪＡグループ通信
ＪＡ北海道中央会

9月28日、ＪＲ札幌駅にて「フラワーキャンペーン～道産花き日常生活にプラス1～」を開催いたしました。
本キャンペーンは、北海道経済連合会とＪＡグループ北海道の主催で、新型コロナウイルスの感染拡

大により需要が落ち込んでいる北海道産花きの需要を喚起することを目的として、お越しいただいた道民

の皆さまに北海道産の花1,000束を無料配布いたしました。小野寺会長(ＪＡ北海道中央会)、真弓会長(
北海道経済連合会)に加え、北海道のご協力のもと、鈴木知事にも応援に駆けつけていただき、1,000束
の花全てを配布することができました。

皆さまも是非、ご家庭で北海道産の花を飾っていただくとともに、大切な人へ

の贈り物などでも道産の花を取り入れて、花のある、そして華のある日常生活を

楽しんでください。

ＪＡグループ北海道は、「ＡＧＲＩＡＣＴＩＯＮ！ＨＯＫＫＡＩＤＯ」(アグ
リアクション北海道)の一環として、今後も北海道産花きの消費拡大に取り組み、
花き生産者を含む全道の生産者を応援していきます。

ＪＡ北海道信連
8月25日、バイオマスリサーチ株式会社（本
社：帯広市）と北海道信連、農林中央金庫は酪

農・畜産業へのバイオガスプラント普及に向け

た連携協定を締結しました。3者が連携すること
により、プロジェクトチームの組成、事業性評価

とファイナンスメニューの構築に取り組み、ふん

尿処理にかか

る営農課題解決に加え、

循環型で持続的な営農体

系の確立と、エネルギー

の地域循環の実現を目指

してまいります。

ＪＡ共済連北海道
ＪＡ共済連北海道は、平成20年より地域貢献
活動の一環として、交通安全啓発運動を北海道

警察本部と連携し「旗の波運動」として取組んで

います。

街頭で小旗等を振り、ドライバーに交通安全を

呼びかけ、交通事故の撲滅、および交通安全意

識の向上を目的に活動しております。

今年度も札幌地区では

9月23日に共済ビル前の
街頭で実施しドライバー

・歩行者へ交通安全運転

を呼びかけました。

ホクレン
ホクレンは、「ホクレン大収穫祭」の一環として、

北海道米「ゆめぴりか」計4ｔと、北海道産馬鈴
しょ、玉ねぎそれぞれ計500㎏を、札幌市内の
児童福祉施設10カ所に寄贈しました。寄贈は今
年で36回目。今年は新型コロナウイルスの影響
で、札幌三越での会場販売が取り止めとなった

こと

から、ホクレンの篠

原末治会長が札幌市

役所を訪れ、町田隆

敏副市長に目録を手

渡しました。

ＪＡ北海道厚生連
組合員ならびに地域住民の皆様の生命と健康

を守るため、本会事業の積極的な啓蒙推進を図

ることを目的として、広報誌「すまいる」を発行し

ております。年３回発行しており、様々な医療・健

康情報を発信しております。10月発刊の秋号に
おいてはプレゼント付アンケートのコーナーもご

ざい

ます。是非、ＪＡ北海道

厚生連のホームページを

ご覧いただきアンケート

へのご協力をお願い致し

ます。

ＪＡグループ北海道の連合会の活動内容を紹介しま

す。各団体の詳しい取り組み内容はＷＥＢサイトをご覧

ください。



～簡単ベトナム語講座～No.3

今回の講座ではベトナムでよく食べる果物の単語について紹介していきます。

xoài

「マンゴー」

ソアイ

「バナナ」

チュゥイ

chu i

「スイカ」

スーハオゥ

dưa h u

「パイナップル」

ズゥア

d a

これはジャックフルーツという果物

でベトナム語では「mít」（ミッ）とい
います

この果物は世界最大のフルーツ

と言われており、５キロ以上の大

きなものもあるので一般的には皮

をむいて中の果肉だけが売られ

ています。

次に臭いで有名なドリアンです。

ベトナム語では「S u riêng」（サウ
リン）といいます。

この果物は別名「フルーツの王

様」や「悪魔のフルーツ」とも呼ば

れており、その名の通り臭いは悪

魔的に臭いが味はとても甘くてバ

ナナのようにクリーミーでとてもお

いしいといわれています。

ドリアンを食べる

時炭酸飲料やお

酒と一緒に食べる

と胃の中で化学反

応が起き、胃がガ

スで膨張し嘔吐す

る可能性があるの

で十分注意して食

べましょう

ちなみに、上の果物は一年中実っ

てて下のジャックフルーツやドリア

ンは時期が限られている果物だよ


